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データヘルス時代の質の高い医療の実現に向けた 

有識者検討会の開催について 

 

１．趣旨 

本格的なＩＣＴ時代の到来を踏まえ、効率的で質の高い医療の実現を目的

として、ＩＣＴの活用、ビッグデータの活用により保険者機能を強化する新たな

サービス等を検討するため、有識者の参加を得て、厚生労働省において本

検討会を開催する。 

 

具体的には、データヘルス時代にふさわしい質の高い医療を実現するため、 

(1)データヘルス事業の推進など保険者機能を強化する新たなサービス 

(2)マイナンバー制度のインフラ等のＩＣＴとビッグデータを活用した医療の質、

価値を飛躍的に向上させる新たなサービス 

(3)ICT の活用による審査業務の一層の効率化・統一化と審査点検ノウハウ

の集積・統一化等 

について検討する。併せて、新たなサービスを担うにふさわしい組織・ガバナ

ンス体制について、既存の業務・組織体制を前提とせずに検討する。 

 

 

２．構成 

検討会の構成員は、別紙に掲げる者とする。必要に応じて、人工知能や

韓国のＩＣＴ審査等に精通した有識者の出席を求めることができる。 

 

 

３．運営 

（１）検討会は、原則として公開とし、検討会の運営に関し必要な事項は、座長

が別に定める。 

（２）検討会の庶務は、関係部局の協力を得て、保険局保険課が処理する。  
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